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　　シ ン ガポ ー ル の 英語 （2）
一 シ ン グ リッ シ ュ と

“

Speak　Good　English
”

運動
一

小野　礼子

は じめ に

　本稿で は 、 「シ ン グ リ ッ シ ュ 」 と して 知 られ て い る 口 語 シ ン ガ ポ ー ル 英語

及び 、 シ ン ガ ポー ル 政府が2000年か ら推進 して い る
“

Speak 　Good 　English
”

運動 につ い て 考察 す る 。 まず 、 口 語 シ ン ガポー ル 英語 の発音 、 文法 、 語彙の

特徴 に つ い て 述べ る 。 次 に 口語 シ ン ガ ポ ー ル 英語 に対す る シ ン ガ ポ ー ル 政 府

や シ ン ガポ
ー

ル 人 の 言語 態度 （language 　attitude ）及 び
“ Speak　Good

English
”
運 動 につ い て考察す る 。

1．口 語 シン ガ ポ ール 英語の 特徴

　前稿 （小野 ，
2006）で 述べ た よ うに 、 シ ン ガ ポ ール 英語 は 主 と して 二 つ の

社会言語 学的 ア プ ロ ーチ に よ っ て 捉える こ とが で きる 。

一
つ は 、 シ ン ガ ポ

ー

ル 英語 を三 つ の 下 位変種の 連 続体 （lectal　continuum ） と して 捉 える 方法 で

あ り 、 もう
一

つ は 、 シ ン ガ ポ ー ル で の 英 語使 用 状 況 を ダ イ グ ロ ッ シ ア

（diglossia） と して 捉える 方法で ある 。 前者 は 、 シ ン ガ ポ
ー

ル 英語に は 話 者

の 教育 レベ ル と社 会 ・経 済的背景に 関連 して 、 上層語 （acrolect ）、 中層語

（mesolect ）、 基層語 （basilect）の 三 つ の 下位変種が あ り、 教養の あ る人 々

に よ っ て 話 され る 最 も威信 の 高い 上層語 か ら 、 教育 を ほ とん ど受け て い な い

か 、 まっ た く受けて い ない 人々 が 話す最 も威信の 低い 下 層語 まで が連続体 を

な して 存在する とい う考え方で あ る （Platt　and 　Weber
，
1980）（Alsagoff
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and 　Ho
，
1998；Wee ，

2004a参照）。 後者は 、 シ ン ガ ポール 英語 に は 社会的威信

の 高い H 変種 （High 　variety ；H −variety ） と威信の 低い L変種 （Low 　variety ；

1」
−variety ）の 二 つ が 存在 し 、 各々 の 変種 が場面 ・状況等 に よ っ て 使い 分 け ら

れ て い る とい う考え方 で ある （Gupta，
1994）（Wee ，

2004a参照）。

　本稿 で は 上述 の 二 つ の ア プ ロ ー チ の うち 、 後者 に 従い
、 シ ン ガ ポ ール 英語

をH 変種 とみ な され る 標準 シ ン ガ ポ ール 英語 （Standard　Singapore　English）

とL変種 とみ なされる 口 語シ ン ガ ポール 英語 （ColloqUial　Singapore　English）

の 二 つ に 分 けて 考察す る 。 標準 シ ン ガ ポ
ー

ル 英語 は 、 標準 イ ギ リス 英語等の

標準母語変種 と発音 に お い て や や 異な る が 、 文法的 に は ほ とん ど変わ らない 。

こ れ対 し、 口 語 シ ン ガ ポ ー ル 英語 は特 に発音 、 文法にお い て 、 標準母語変種

と は か な り異 なる 。 次 の 例 は 同 じ内容 を標準 シ ン ガポ ー ル 英語 （SSE ） と口

語 シ ン ガ ポール 英語 （CSE ）で 表 した もの で ある 。

SSEYou

　had　better　do　this　properly ．　 If　you　don’

七，
　you 　may 　get　told　off 　 And 　since

yo皿 are 　always 　asking 　her　for　favours
，
　you 　should 　at　least　do　this　properly　fbr

her．　 You 　should ！ You 　cannot 　do　it　like　this．　 Do　it　again ．　 Come
，
　let　me 　help

yOU ・

Two 　people　can 　finish　this　job　very 　quickly．　One　person 　will 　not 　be　able 　to　do　it

as 　fast．　 You 　see
，
　we

，

re 　almost 　done．　 Wow
，
　when 　she 　sees 　this

，
　she

，ll　be　very

happy ．　We 　will 　definitely　get　a　very 　big　present　from　her　this　New 　Year．

CSEEh

，
　better　do　properly ，

　lah．　 Anyhow 　do
，
　wait 　kena 　scolding ．　 And 　then

，
　yeu

always 　ask 　her　for　favour
，
　and 　still　don ’t　want 　to　do　properly ．　 Must　lah．　 Like

that 　do　cannot ．　 Do　again ．　 Come
，
1　help　you ．
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Two　people　do，
　very 　fast　finish．　 One 　person　do，

　not 　so　fast．　 You 　see ，　almost 伽 一

ish．　 Wah ，
　she 　see 　this

，
　she 　will 　be　very 　happy．　 Then　we 　get　big　angpow 　fbr

sure 　this　New 　Year！

（Alsagoff　and 　Ho ， 1998：129＞

こ の 例 か ら 、 標準 シ ン ガ ポー
ル 英語は標準 イギ リス 英語 の よ うな標準母語変

種 と大差は ない が 、 口語 シ ン ガ ポ ー ル 英語 とは か な り異 なる こ とが わ か る 。

した が っ て こ こ で は 、 標準母語変種 とは 大 き く異 な る 、 「シ ン グ リ ッ シ ュ 」

（Singlish） と して よ く知 られて い る 口語 シ ン ガポ
ー

ル 英語に 焦点 を当て 、 そ

の 発音 ・文法 ・語彙の 特徴 をみ る こ とにする 。

1．1．発音

　まず 、 口語 シ ン ガポ ー ル 英語 （CSE ）の 発 音の 主 な特徴 に つ い て 、 標 準イ

ギ リス 英語 の 発音型 と して知 られ る 「容認発 音」 （Received　Pronunciation：

RP ） と比較対照 しなが ら述べ る 。

1．1．1．語頭 の 閉鎖音

　RP の 閉鎖音 1p／
，
／t／

，
！k／は 、

　pan ，
七eam

，
　kinの よ うに 語頭に現 れ る と気音［

h
］

を伴 い
、 そ れ ぞ れ ［ph］， ［th］， ［kh】となる が 、　span

，
　steam

，
　skin の ように 、 1s！の

後に現 れ る と気 音 が 消 え る 。 した が っ て 、 た と えば 、 pan とspan は ［pheen亅，

［speen ］の よ うに 発音 され る 。 こ れ に対 して CSE の ／p／，
／t／

，
！k！は 現れ る位 置 に

関係な く無気 音 とな るた め 、 pan とspan 、 七eam とsteam 、　kinとskin の 各組

に含 まれ る 閉鎖 音 は それ ぞれ 同 じ よ うに 気音 を伴 わ ずに発 音 され る （Bao ，

1998；Wee ，
2004a）。

1．1．2．母音直前及 び語 末の 歯摩擦音

　RP の 歯摩擦音／0／
，
／δ／は 、

　 csE の 場合 、 母 音の 前で は／t／
，
／d／とな り、語末で
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は／flとなる 。 したが っ て 、　thinとthisは 、　RP で は／θm ／
，
／6is／と発 音 され るが 、

CSE で は／tin／
，
／dis／とな り、 healthとhealthyは 、

　RP で は／he1θ／
，
！he10i／と発音

され るが 、 CSE で はthelf！
，
／hεltl／とな る （Bao ，

1998；Wee ，
2004a）。

1．1．3．母音の長 さ

　RP には 五 つ の 長母音 ／i：／
，
／uV

，
／0 ：／

，
／α：／

，
／3Y が あるが 、　CSE に は母音の 長短

の 区別が な く、 ／i：／と／i／は どち ら も／i！と発音 され 、 同様 に／u ：／と／u／はIUI、 ／o：／と

／D ／は／0／、 ／α：／と／N は／0 ！と発音 され る 。 した が っ て 、 CSE で は 、 た とえばbeat

とhit、　 caught とcot は そ れ ぞ れ最小対語 （minimal 　pair）で は な く同音異義

語 となる （Bao ，
1998；Wee ，

2004a ）。

1．1．4．音節鼻音 と音節側音

　button／bAtn／
，
　mutton ！mAtn ！

，
　whistle 　／wisl ／

，
　bo七tle／bDt11の よ うな語 に含 ま

れ る音節 鼻音や 音節 側音 は CSE に は な く、／01が 挿入 され て／bAten1
，
！mAten ／

，

／wisol ／
，　Abptol／の よ うに発音 され る （Bao ，

1998；Wee ，
2004a ）。

1．1．5．語末に 現 れる有声音の無声化

　語末に 現れ る有声音／b／
，
／d1

，
／g／，

／d3／， ／v／， ／z1， 忽 は 、
　CSE で は無声化 し 、 次

の よ うに発音 され る （Bao ，
　1998；Wee ，

2004a ）。

tabheadlegjudgealiveneWSbeige

RP

／tacb／

1hεd／

Aeg／

／d3Ad3／

／01aiV ／

／nju ：z／

／beI3／
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1．1．6．語末に くる閉鎖音の 削除

　語末の 閉鎖音は 、 その 前 に別 の 子音 が くる と次の よ うに削除され る （Bao ，

1998；Wee ，
　2004a）。

limplistcentstandstinkmask

RP

／IImp／

Aist／

1sεnt／

／steend ／

／stilk ／

／ma ：sk1

CSE

／lim／

11is／

／sεn／

／stεnノ

！stiη／

／mas ！

1．1．7．音位転換

　一
つ の 語 の 中で 、 隣接 す る 二 つ の 音 の 位置 が 入 れ 替わ る こ とを音 位転 換

（metathesis ） とい う （Richards，
　Platt

，
　and 　Weber

，
1985）。　CSE で は こ の 現

象が語 尾 子 音群1sp1にみ られ る （Bao ，
1998；Wee ，

2004a）。

lispcrisp

9「asp

RP

／lisp／

fkrisp！

／gra：sp ／

CSE

／lips／

／krips1

／graps／

音位転換は 語尾子音群／sp1 の 場合 に の み生 じ、1astや mask に 含 まれ る語尾子

音群／st！や ／sk！に 関 して は 、 1．1．6で 述べ た よ うに 最後の 閉鎖音が 削除 され る

（Bao ，
1998；Wee ，

2004a）。

1．1．8．語強勢のパ ター ン

　語強勢の パ タ ー ン をみ る と 、 CSE で は 下 の （a）群の 語の よ うに 、 （第1強勢 、

第2強勢等の 区別 が な く） どの 音節 に も均等 に 強勢が 置か れ る場合 が あ る 。
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た と えば 、 celebration とい う語 の 場 合 、
　 RP で はbraの 音節 に第1強勢 が置か

れ るが 、 CSE で は 、 四 つ の 音節 に 同等の 強勢 が 置か れ る 。 こ れ はCSE の 発話

リズ ム が 強勢拍 リズ ム　（stress −tirned　rhythm ）で は な く、 音節拍 リズ ム

（syllable −timed　rhythm ）で あ る こ とか ら起 こ る とい われ て い る 。 また 、 （b）

群 の 語 の よ うに 、RP で は強勢の 位置 の 違 い で 品詞を区別す る こ とが あ るが 、

CSE で は そ の よ うな こ とは 起 こ ら ない
。 した が っ て 、 た とえ ば 、

　 RP で は

increaseは動詞の 場合 と名詞の 場合 とで は第1強勢の 位置が 異な る が 、
　 CSE で

は動詞 の 場合 も名詞 の 場 合 も同 じよ うに発音 され る 。 さ らに、 （c）群 の 語の よ

うに 、 CSE で は第 1強勢 の 位 置がRP とは 異 な る位置に 置か れ る 場合 が 多い

（Bao
，
1998；Wee ，

2004a ）。 （c ）群 の economic とacademic に 関 して は 、 名詞形

の economy とacademy の 第 1強勢 の 位置 は CSE で もRP と同様 に 第2音節 に 置

か れ る た め 、 CSE で は 名詞形 の 第1強勢の 位置 が 形容詞形 に お い て も維持 さ

れ る と考 え られ る （Bao ，
1998）。

（a）

（b）

（c）

RPcelelbration

　 ttannl
　versary

inlcrease （動詞）
’increase （名詞）

com
’

men 七 （動詞）
lcomment

（名詞）
lfaculty

’

calendar

icharacter

　 l　　　 　
齟

eco 　nom1C

aca
’demic

CSEtce

’le’braltion
　　 　 　　 ！ t　 　 　 コ　　 　

anmversary

Iinlcrease
（動詞 ・名詞）

icom ’

ment （動詞 ・名詞）

飴
，

culty

callendar

chalracter

l　　　　　　　 響
economlC

a
「

cadelnic

1．2．文法

　次 に、 口 語 シ ン ガ ポ
ー

ル 英 語 （CSE ）の 文法的特徴 につ い て 述べ る 。 上述
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の よ うに 、 標 準 シ ン ガ ポ
ー

ル 英語 は標準 イ ギ リス 英語等の 標準母語変種 と文

法的に 大差 はない ため 、
こ れ らを区別せ ずに標準英語 （StdE）と し、

こ れ と

比較対照 しなが らCSE の 文法的特徴 をみ る こ とに する 。

1．2．1．文末小辞lah

　CSE の 特徴 として 非常に よ く知 られ て い る もの にlah
，
　ma

，
　hah

，
　meh

，
　leh

，

lor
，
　hor

，
　wa 七とい っ た 文末小辞 が ある 。

こ れ らの 中で 最 もよ く用 い られ て い

る の が lahで あ る （Wee ，
2004b）。

　lah （laと も書 く）は 、 中国語の
一

変種で

ある福建語に 由来する とい わ れて い るが 、 は っ きりした こ と は わか っ て い な

い （本名
・
田 嶋

・
榎木薗 ・河原 ，

2002）。 他の 文末小 辞 と同様 に 、 lahの 使用

は統 語 的 に は 任 意で あ る が 、 語 用論的に 重 要 な役割 を果 た して い る 。 Wee

（2004a）は
、
　lahは連帯標識 （solidarity 　marker ）と して の 役割を担 っ て い

る が 、 それ と と もに 、
フ ェ イス を脅かす行 為 （face−threatening 　acts ） 1）が も

た らす 影響力 を和 らげ る働 きもす る と述べ て い る 。 下 の （1）か ら （3） は 、

イ ン タ
ー

ネッ ト版の Oxfbrd　English．Dictionα r　y （2000）（Wee ，
2004b参照 ）

に掲載 され て い る1ahの 例文 で あ る 。　Oxfbrd　English 　Dictionα r　yで は 、　lahは

話 し手の 気分や態度 を表す た め に種 々 の ピ ッ チ を伴 っ て 用い られ る小辞 と定

義 され て お り、 （1）は強い 否定、 （2）は い らだ ち、 （3）は説得 を表 す と説明

され て い る 。 こ れ に対 してWee （2004b ） は 、 （1） は否 定、 （2） は強 い 主張

を表す と説明 し 、 否定や 強い 主張は聞 き手の 積極的フ ェ イス を脅 かす行為で

ある が 、lahが つ け加 え られ る こ とで （1）の場合 は無礼 さが 大幅に軽減 され 、

（2）の 場合 は lahが な い 場 合 よ りも丁寧 に な る と述べ て い る 。 また、 （3）は

依頼 を表す と説 明 し 、 依頼 は 聞き手の 消極的フ ェ イス を脅かす行為で あ るが 、

（2） と同様 にlahを つ ける こ とで 、
　lahが ない 場合 よ りも丁 寧に な る と述べ て

い る 。 そ して 、 上 述 の Oxford　English　Dictionαryの 定義 と合 わせ 、　lahは 聞

き手 に話 し手の 気分 や態度に気 づ かせ る
‘

attention 　getter
’

的な役割を果た
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しなが ら、 同時 に聞き手 に話 し手の そ うした気分や 態度の 受け入 れ を求 め る

役割 も果たす文末小 辞で あ る と説明 して い る
。

（1）

（2）

（3）

No 　Iah．

Wrong 　lah．

Come 　with 　us 　lah．

　ま た 、 本名他 （2002）は 、lahは 日本語 の 「よ」 「ね」 「さ」 とい っ た 終助

詞 に あた り、 （4）か ら （6）の よ うに使 わ れ る と述べ て い る 。

ラ
　

ラ
　

ラ

456（
　

（
　

（

OK 　Iah．（オーケ ーだ よ）

Wait　Iah．（こ こで 待 っ て て ね）

Easy　lah．（簡単 さ）

1．2．2．動詞の屈 折の不在

　動詞体系の 単純化 もCSE の 大 きな特徴で あ る （石黒 ，
1992 ）。 た とえば 、

CSE で は 動詞 は屈折 しない （Alsagoff　and 　Ho
，
1998；Wee ，

2004b；石黒 1992

等）。 そ して 、 （7） か ら （9）の よ うにyesterday ，
　always

，
　already 等の 時 を表

す副詞が 時制 や 相 を表す動詞 の 屈折 の 代 わ りに用 い られ る 。 た だ し、 進 行相

の 場合 は
、 （10）の よ うに形態素一ingが動詞に付 くこ とが 多い が 、

こ の 場合 で

も助動 詞be は用 い られ ず 、 副詞 stil1 が よ く使 わ れ る （Alsagoff 　and 　Ho
，

1998）。

（7）

（8）

（9）

She　eat 　here　yesterday ．

（StdE：She　ate 　here　yesterday ．）

He 　always 　go　market 　with 　his　sister ．

（StdE ：且 e 　always 　goes　to　the　market 　with 　his　sister ．）

She　eat 　her　lunch　already ．

（StdE ：She 　has　eaten 　her　lunch ．）
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（10）　 Don ’

t　disturb　them ，
　they　still　studying ．

　 　 （StdE ：Don ，t　disturb　them ；they　are 　studying ．）

1．2．3．主語 と動詞の 不一 致

　StdE で は 三 人称単数の 主語は動詞 の単数形 を伴い 、複数の 主語 は動詞 の 複

数形 を伴 うが 、 CSE に は こ の よ うな主語 と動詞の 数 の 一 致 （number 　con −

cord ／agreement ）が み られない 場合が多い （Wee ，
2004b；石黒，

1992）。 した

が っ て 、 （11） の よ うに 主 語 が 三 人称単数 で も動詞 は 単数形 に な らな い

（Wee ，
2004b ）。

　 　 　 （11）　　The 　teacher　shout 　a　lot．

　 　 　 　 　 （StdE ：The　teacher　shouts 　a　lot．）

1．2．4．be動詞 の省略

　CSE で は （12）か ら （14）の よ うに 、動詞 の be （連結動詞beや存在 を表す

be） が しば しば省 略 され る （Alsagoff　and 　Ho
，
1998 ；Wee ，

2004b；石黒 ，

1992）。

（12）

（13）

（14）

She　very 　nice ．

（StdE ；She　is　very 　nice ．）

That　girl皿 y　sister ．

（StdE：That　girl　is　my 　sister ）

Tom 　in　the　room ，

（StdE：Tom 　is　in　the　room ．）

1、2．5．主語 ・ 目的語の 省略

　CSE で は しば しば （15）、 （16）の よ うに、主語 と 目的語 の 両方 が省略 され

た り、 主語 、 動詞の い ずれ か が省 略 され た りす るが 、
こ の 現象 は状況か ら省
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略 され て い る もの が判断で きる と きに起 こ る （Alsagoff　and 且 o
，
1998；Wee ，

2004b）。　 Platt　and 　Weber （1980）（Alsagoff　and 　Ho
，
1998参照）は 、

こ れ を

中国語 の 影響 に よ る もの で ある とみ て い る 。

（15）　 Always 　late！

　　　（StdE：You 　are 　always 　late！）

（16）　 Must 　buy　fbr　him
，
　otherwise 　he　not 　happy ．

　　　（StdE ：We 　rnust 　buy 　a 　present 　for　him
，
　otherwise 　he　won

，t　be　happy ．）

1．2．6．WH 疑問文

　StdE の WH 疑問文 で は 、 疑 問詞は 通常 、 文頭 に置 か れ るが 、
　 CSE のWH 疑

問文 で は 、 （17）、 （18）が示す よ うに 、 疑問詞 は （文頭 に移動 させ る こ と な

く） もと もとの 位置 に置 かれ る （Wee ，
2004b ）。

（17）　 You 　buy　what ？

　　　（StdE：What 　did　you 　buy？）

（18）　 This　bus　go　where ？

　　　（StdE 二Where 　is　this　bus　going？）

1．2．7．Yes／No 疑問文

　CSE の Yes／No疑問文は
、
　 StdEで行わ れ る主語 と助動詞の 倒置の か わ りに 、

（19）、 （20）の よ うに 、 文末にor 　not ？をつ ける 場 合が 多い 。 また 、 聞 き手に

許可 を求め た り、 可能性 を尋ねた りす る場合 は 、 （21）の よ うに 、 文頭にcan 、

文末 にor 　not ？を用い た り、 （22）、 （23）の よ うに 、 文末にcan 　or　not ？をつ け

た りす る 。
こ の 場 合 の 聞 き手 の 返 事 は 肯 定 で あれ ばCan 、 否 定 で あ れ ば

Cannot とな る （Alsagoff　and 　Ho
，
1998；Wee ， 2004b）。

（19）　　The 丘）od 　good　or 　not ？

　 　 　（StdE ：Is　the　fbod　delicious？）
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（20）

（21）

（22）

（23）

You　busy　or　not ？

（StdE：Are 　you　busy？）

Can　go　home 　or 　not ？

（StdE ：Can 　I　go　home ？）

Iwant 　to　go　home ，
　can 　or　not ？

（StdE：Can 　I　go　home ？）

Answer 　the　question，　can 　or　not ？

（StdE；Do　you 　know 　the　answer 　to　the　question？）

1．2．8．付 加疑問

　CSE の 付加疑 問 は （24）か ら （26）に示 されて い る よ うに 、 先行する節の

主 語、 動詞 ・助動 詞 、 先行 す る節 が肯定か 否定か とい っ た こ とに応 じて様 々

に 変化 する こ と な く、 常 にis　it？とな る （Wee ，
2004b；石黒

，
1992）。 また 、 （27）

の よ うにisl1’t　it？が用 い られ る こ と もある が 、
　is　it？は聞 き手の 答えがyesに な

るか no にな る か の 予測が つ か ない 場合 に 用い られ るの に対 し、
　isn’

t　i七？は話

し手が 聞 き手 か らの 答え を予測 して い る と きに 用 い られ る （Alsagoff　and

Ho
，
1998；Wee ，

2004b）。 ただ し 、　isn
’

t　it？につ い てWee （2004b）は 、 話 し手

が先行す る 節 に表 されて い る こ とを正 しい と思 い
、 聞 き手 もそ れ に同意 して

くれ る で あろ う と予測 して い る場合 に用 い られ る と説 明 して い る の に対 し、

Alsagoff　and 　Ho （1998）は 、 話 し手 は先行す る節 に表 され て い る こ とを正 し

い と思 っ て い る が 、 聞 き手が そ れ に 同意 しない の で は ない か と予測 して い る

場合 に用 い られ る と述べ て い る 。

（24）

（25）

（26）

He 　watching 　television，　is　it？

（StdE ：He 　is　watching 　television
，
　isn’t　he？）

They 　not 　watching 　television，　is　it？

（StdE ：They 　are 　not 　watching 　television，　are 　they？）

They 　come 　here　yesterday，
　is　it？

（StdE：They　came 　here　yesterday ，
　didn

’
t　they？）
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（27）　 They 　come 　here　yesterday，
　isn，

t　it？

　　 （StdE ：They 　came 　here　yesterday ，　didn’t　they？）

1．2．9．可算名詞 と不可算名詞

　CSE で は 、
　luggages

，
　furnituresの ように 、 不可算名詞 を可 算名詞 として扱

う傾 向が ある （Alsagoff　and 　Ho
，
1998；Wee ，

2004b）。 ま た 、 こ れ とは 逆 に

（28）の ticketの よ うに 、
　StdE で は ticketsと なる と こ ろ に複数を示す形態素一s

が つ か ない 場 合 もあ る 。 Alsagoff　and 　Ho （1998）は こ れ に つ い て 、　 StdE で

は常 に可算名詞 と して扱 われ る もの がCSE で は可 算名詞 と不可 算名詞の 両方

に 扱わ れ る こ とが あ る と説 明 して い る 。 彼 ら に よ る と 、 た とえば ticketは 、

fburや many 等の 数量詞 を伴うと屈折 して ticketsとな る が 、 （28）の よ うに単

独で 用 い られ る と屈折 しない とい う。 したが っ て 、 CSE 話者は （29）の よう

な言 い 方 はす るが 、 （30）の よ うな言 い 方 は しな い と述べ て い る 。 （＊ は容 認

不可 を示す 。 以下 同様）

（28）

（29）

（30）

She　queue　up 　very 　long　to　buy　ticket　for　us ，

（StdE：She　queued　up 　for　a 　very 　long　time 　to　buy　tickets　for　us ．）

Her 　brother　very 凶ch
−
got　four　cars ！

（StdE ：Her 　brother　is　ve 】ry　rich　and 　owns 　fbur　cars ．）

＊Her 　brother　very 　rich− got　four　car ！

（StdE ：Her 　brother　is　ve 】ry　rich 　and 　owns 　four　ears ．）

1．2．10．one が用 い られ る関係詞節

　CSE の 関係詞節 に は 、 （31）、 （32）の よ うに動 詞が屈折 して い ない こ とを

除 きStdE と変 わ らな い 形 と （33）、 （34）の よ うに StdE とは か な り異 なる 形

が あ る 。 後 者の 場合 、 関係代名詞 に は one が 用 い られ 、 関係詞節の 最後 に置

か れ る （Alsagoff　and 　Ho
，
1998；Wee ，

2004b ）。 そ して 、
　StdE と同 じ関係代 名

詞 （who ，
　that） は 、

　StdE の 場 合 と同様 に常 に 関係 詞節 の 頭 に置か れ 、 関係
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代名詞 と して の one は常 に関係詞節の 最後に置か れ るた め 、 （35）や （36）の

関係詞節 はCSE で は受け入れ られ な い こ とに なる （Wee ，
2004b）。

（31）

（32）

（33）

（34）

（35）

（36）

That　boy　who 　p血 ch 　my 　sister 　very 　naughty ．

（StdE ：That　boy　who 　pinched　my 　sister 　is　very 　naugh 七y．）

The　cake 　that　John　buy　always 　very 　nice 　to　eat ．

（StdE ：The 　cake 　that　John　buys　is　always 　delicious．）

That　boy　pinch　my 　sister 　one 　very 　naughty ．

（StdE ：That　boy　who 　pinched　my 　sister 　is　very 　naughty ．）

The 　cake 　John　buy　one 　always 　very 　nice 　to　eat ．

（StdE ：The 　cake 　that　John　buys　is　always 　delicious．）

＊［［
That

　boy　pinch　my 　sister 　who 　very 　naughty ．

＊That 　boy　one 　pinch 　my 　sis 七er 　veIy 　naugh 七y．

1．2．11．文頭 の 目的語

　CSE の 語順 は基 本 的 に は SVO で ある が 、 （37）の よ うに 目的語が文頭 に 置

か れ る こ とが よ くある （Alsagoff　and 　Ho
，
1998；Wee ，

2004b ）。
こ の 特徴 に関

して 、Platt　and ・Weber （1980）（Alsagoff　and 　Ho
，
1998；Wee ，

2004b 参照）

は 、 文 にお い て新 しい 情報を担 う焦点 （focus）が文頭 に置か れ て い る と して

い る の に対 し 、 Alsagoff　and 　Ho （1998）やWee （2004b ） は 、 古い 情報 を担

う話題 （topic）が 文頭に置 か れ て い る と して い る 。 Alsagoff　and 　Ho （1998）

は 、
こ の よ うに古 い 情報が 文頭 に くる 形 は 中国語 の 文構造 の 影響で あ る と述

べ て い る。

（37）　 Certain　medicine 　we 　don，

七stock 　in　our 　dispensary．

　　　（StdE ：We 　don
’
t　stock 　certain 　medicine 　in　our 　dispensary．）

1．2．12．反復語法

　CSE の 文法 的特徴 と して 最後 に反復語法を挙げる 。 CSE に は名詞 、 形容詞 、
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動詞 を反復 させ る形が み られ る 。
こ れは 中国語 、

マ レー
語 、 タ ミル 語が影響

して お り、 程 度 、 頻度 、 様態等の 副 詞的意 味を表す働 きを して い る （本名 ，

2002）。 （38）で は 名詞boyが 繰り返 され て い る が 、 こ の 反復 は親密 さを表す

もの で 、 boy−boyはboyfriendや son を意味す る
。 （39）の Ry−Ry は人名Henry

の 第二 音節の み を反復 させ た もの で あ るが 、 人名 の 反復 は 単一 音節 の み に適

用 され る た め 、 （40）の よ うな反 復 は み られ な い
。

こ の よ うな人名 の 反復 は

親 しい 友人 に 対 して 用 い られ る
。 （41）、 （42）で は形容詞が反復 され る こ と

に よ っ て 、 そ の 意味が強 め られ て い る 。 動詞の 反復 に は
一

回の 反復 と：二回の

反復が あ り、 （43 ）の よ うに
一

回の 反復 （stop −stop ）は動作が比 較的短い 間

行 われ る こ とを表 し 、 （44）の よ うに二 回 の 反復 （stop −stop −stop ）は動作が

長い 間続けて行 われ る こ と を表す （Wee ，
2004b）。

（38）

（39）

（40）

（41）

（42）

（43）

（44）

Where 　is　your　boy−boy？

（StdE ：Where 　is　your 　boyfriend／son ？）

1，

m 　looking　fbr　Ry −Ry ．

（StdE ：1，

m 　looking　fbr　Henry。）
＊rm 　looking　fbr　Henry −Henry．

Don ，t　always 　eat 　sweet −sweet 　things．

（StdE：Do 且
’

t　always 　eat 　very 　sweet 　things．）

11ike　hot−hot　curries ．

（StdE：IIike　very 　hot α 1rries ．）

No 　trafflc　police．．．stoP −stop 　a 　while 。

（StdE ：There　is　no 　traffic　off！cer 　here＿ make 　a 　short 　stop 　a　while ，）

Take　bus　no 　good ，
　always 　stop −stop −stop ．

（StdE ：Taking 　a　l）us 　is　not 　good；abus 　keeps　on 　stopping ．）

t．3．語彙

　1．1及 び 12 で は 、 口語 シ ン ガ ポ ー ル 英語 の 発音 と文法 にお ける 主 な特徴 に

つ い て 述 べ た が 、 最後に 、 口語 シ ン ガ ポ ー ル 英語 だけ で な く、 標 準 シ ン ガ
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ポ
ー

ル 英語 にお い て も使用 され る 主 な語彙 に つ い て 述べ る 。 したが っ て 、 こ

こ で は 、 口語 シ ン ガ ポー ル 英語 （CSE ） と標準シ ン ガ ポー
ル 英語 （SSE ）を

区別せず 、 シ ン ガポー ル 英語 （SE）全般 にみ られ る語彙の うち 、 主な もの を

取 り上 げる
。

1．3．1．英語の母語変種に はみ られない 語

　まず 、 標準 イギ リス 英語や 標準 ア メ リカ 英語 等の 標準母語 変種 に はみ られ

ない 語 に つ い て 述 べ る 。 こ れ に は kiasu や angkat が 挙 げ られ る 。 （45）の

kiasuは 中 国語 の
一 変種で ある 福建 語 か らの 借用 語 で 、 負けず嫌い の 人の こ

と をい うと きに用 い られ る 。 （46）の angkat は 「持ち上 げる」 とい う意味 の

マ レー語 か ら借用 され た こ とばで 、 SE で は 「人の 機 嫌 を とる 」 とい う意味で

使われ る （Wee ，
1998）。 また 、 （47）の amah は ポル トガ ル 語の ama か ら借用

され た語 で 、 もと も とは 中華系 の 乳母や メ イ ドを意味 して い た が 、現在で は

中華系以外の 女性 に対 して もこ の 語が用 い られ る （Platt　and 　Weber
，
1980）

（Wee ，
　1998参照）。

（45）

（46）

（47）

Ali　is　a 　very 　kiasu　person．

The　boss　likes　him　because　he　knows 　how 　to　angk αt．

Ialways　speak 　Cantonese　to　my α 配 αん．

こ の ほか 、 中国語 か らの 借用語 に はtowkay （富裕な実業家）、　samseng （悪

党 、 ご ろ つ き）、 ang 　moh （℃ aucasian
’

白人）、
　hongbao （お年玉 袋）、

cheem （難解 な）が ある 。
　towkay とsamseng は もと も と中華系の 人 に対 して

の み使 われて い たが 、 最近で は 、 イ ン ド系や マ レ ー系の 人 な ど、 中華系以外

の 人 に対 して も使 わ れ る よ うにな っ て きた 。
マ レー語 か らの 借用語 に はhan −

tam （当て ず っ ぽ うの 推測 をす る）、
　bedek （は っ た りで だ ます）、

　 tahan （耐

える）な どが ある （Wee ，
1998）。
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1．3．2．英語母語変種の 語の意味が 狭め られ て用い られてい る語

　次 に 、 標準 イギ リス 英語や 標準 ア メ リカ 英語 等の 標準母語 変種 に お い て も

用 い られてい る語で あ るが 、 SE で は意味が狭め られ て用 い られて い る もの を

挙げる 。 た とえば 、 標準母語変種 で 「行商人」 を意味す るhawker は
、
　 SE で

は食 べ 物 を売 る 人の み を指 し、他の もの を売 る人 の こ とはhawker とは言 わ

ない （Wee ，
1998）。 そ して 、 （48）の よ うにcentre を伴 っ たhawker　centre は 、

屋 台の よ うな小 さ な店が 集 まる フ
ー

ドセ ン タ ー
の こ とを意 味す る （本名他，

2002）。

（48）　　Let，s　go　to　hαwleer 　centre 　tonight．

また 、 batchは母語 変種 で は 「群 れ ・束」 を意味 し 、 人 と物 の 両方 に使用 さ

れ るが 、 SE で は （49）、 （50）の よ うに 、 主 に 人 に使用 され る （Pla七t　and

Weber
，
1980）（Wee ，

1998参照）。

（49）　 We
’

ve 　just　had 　a　new 　bαtch　of　students ．

（50）　 We 　have　a 　bα励 of　girls　promoting　this　product ．

1．3．3．英語母語変種 の 語の 意味が 拡大 されて用 い られて い る語

　1．3．2とは逆 に 、 英語の標準母語変種の 語が SE で は 意味が 拡大 され て 用い ら

れ て い る 場合が ある 。 た とえば、 fellOWは標準 母語 変種 で は 一 般 に男性 に対

して 用 い られ る語 で あ る が 、 SE で は （51） に示 され て い る よ うに 、男 性 だ け

で な く女性 に も使 われ る （Wee ，
1998）。 また 、 （52）の よ うに 、

　 send に は

「人 を送 っ て 行 く」 とい う意 味が あ る 。 標準母語変種で も小 さ な子 ど もや 目

下 の 人 に対 して は こ の 意味で send が 使 わ れ る が 、
　 SE で は 年齢 や 立場 に 関係

な く用 い られ る （本 名他 ，
2002）。 さ らに 、 標準母語変種で は stay とliveは 意

味 が 異 な る が 、 SE で は stay が liveの 意味 も もち合 わ せ て い る 。 た と え ば 、
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（53）、 （54）の stay は 「一 時 的 に 滞在す る 、 泊 ま る」 とい う意 味で は な く、

liveの 意味で 用 い られて い る （Platt・and ・Weber
，
1980）（Wee ，

1998参照）。

（51）　　She
’

s　a　nice 　fellow．

（52）　 1，ll　s飢 ｛f　you　home 　tonight，

（53）　 We 　s鰐 upstairs ．

（54）　 My 　wifb
，

s　sister 　is　8吻 ing　in　Jurong．

2．シン グ リ ッ シ ュ に対する言語態度 と
“

Speak 　Good 　English
”

運動

2．1．シングリッ シ ュ に対する政府の 言語態度

　前項で は 口 語シ ン ガポ ール 英語 の 発音 、 文法 、 語彙 に つ い て 述べ た が 、 口

語 シ ン ガ ポ ー ル 英語は 特に発音 と文法に お い て 標準 イギ リス 英語 や標準 ア メ

リカ 英語 等 の 標 準 母語 変 種 とは か な り異 な る こ と が わ か る 。 前 稿 （小 野 ，

2006）で も述べ た よ うに 、 こ の 口 語 シ ン ガ ポ
ー

ル 英語 、
い わ ゆ る シ ン グ リ ッ

シ ュ に対す る シ ン ガ ポ
ー

ル 政 府の 姿勢 は きわ め て 否 定 的で あ り、 1999年8月

に行 われ た ナ シ ョ ナ ル ・デ
ー祝 賀会で の ス ピー チで 、 当時の 首相 ゴ ー ・ チ ョ

ク トン （Goh 　Chok 　Tong ） は 、 国民が シ ン グ リ ッ シ ュ を話す 限 り、 シ ン ガ

ポ
ー ル は世界第

一
線 の 経済 国に な る こ と も世 界 に進 出 す る こ と もで きない と

述べ （Rubdy ，
2001）、 シ ン グ リ ッ シ ュ を若い 世代 が使 わ ない よ うに すべ きで

ある と強調 した （Wee ，
2004a ）。

　 ま た 、 31年間首相 を務め 、 政府 に対 して 強 い 影響力 を もつ 当時の 上 級相

リ
ー ・ク ア ン ユ ー （Lee　Kuan 　Yew ） もシ ン グ リ ッ シ ュ を シ ン ガ ポー ル の 経

済成長を妨げる 「障害 （handicap）」 と呼び批判 して い る 。 彼 はテ レ ビの コ

メ デ ィ
ー番組 が シ ン グ リ ッ シ ュ を後押 し し 、 シ ン ガポ ー ル 人 に 適切 な英語 を

話す必要は ない と誤解 させ て い る と述べ て い る 。 彼が 特 に非難 した番組 は

Phu α　Chu　Kang 　Pte　Ltd． （『プ ア ・チ ュ カ ン 』）で あ る 。 こ の 番組 は 、 粗野 で

教養 は な い が 、 愛嬌の あ る 企業 経営 者 プ ア ・チ ュ カ ン が シ ン グ リ ッ シ ュ を
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ユ
ー

モ ア た っ ぷ りに連発する連続 コ メ デ ィ
ーで 、 主人公 プアや プアの キ ャ ッ

チ フ レ ーズ ともい える
“

Don ’

七pray ，
　pray

”

（「ま じめ にやれ」「冷や かす な」

とい う意味で 、 playが pray と発音 され て い る）で 人気 を博 し 、 シ ン ガ ポ ール

の テ レ ビ局TCS （Television　Corporation　of 　Singapore） にお い て 最 も高い

視聴 率 をあ げた が 、 シ ン ガ ポー ル の 若い 世代の 英語 に悪影響を及ぼ して い る

と して リー ・ク ア ン ユ ー に 非難 され た の で あ る （Rubdy ，
2001）。 そ して

リー ・ク ア ン ユ ー
（本名，

2003：61−62よ り引用）は 、 1999年の ナ シ ョ ナ ル ・

デ ー祝賀 会で シ ン グ リ ッ シ ュ 及 び シ ン グ リ ッ シ ュ の 普及 を後押 しする マ ス コ

ミに 対 して 次の よ うに述べ て い る 。

The 　more 　the　media 　makes 　Singlish　socially 　acceptable
，
　by　popularising　it　in

TV 　shows ，　the　more 　we 　make 　people 　believe　that　they 　can 　get　by　with 　Singlish．

This　will 　be　a　disadvantage　to　the　less　educated 　half　of 　the　population ．

（メ デ ィ アが テ レ ビ番組 な どで シ ン グ リ ッ シ ュ を広 め 、 社会が こ れ を容認する よ う

に な る と 、 国 民 は シ ン グ リ ッ シ ュ だ けで や っ て い け る と感 じ る よ うに な ります 。

こ れ は 国民の 半分にあた る 教育を十分 に 受けて い ない 者 に と っ て 、 不利を もた ら

す こ とになる で しょ う）

り
一 ・ク ア ン ユ ー

に よる と、 教養 の あ る 人で あれ ば 、 標準 シ ン ガ ポー ル 英語

とシ ン グ リ ッ シ ュ を場面 や状況 に応 じて 使い 分 ける こ とが で きるが 、 十分 に

教 育を受けて い ない 国民 の 半分 は テ レ ビ番組等の 影響で シ ン グ リ ッ シ ュ だ け

を話 す よ うに な り、 経済にお い て も不利益 をこ うむ る とい う。 そ して 、 イ ン

タ ー ネ ッ ト時代の 今 、 国民 は標準英語 を話すべ きで あ る と主張 したの で ある

（「
“

シ ン グ リ ッ シ ュ
”

追放 へ 」
，
2000年1月22日）。

　上 述の ゴ ー ・チ ョ ク トン も、 若者がPhu α　Chu 　Kang ．Pte　Ltd．の 主人公 プア

の 話 し方 を 「か っ こ い い 」 と思 わ な い よ うに 、 プ ア に シ ン グ リ ッ シ ュ を断つ

よ うに勧告 した 。 TCS は こ れ を受けて 番組 の シ リ
ー ズ を終了 させ た後、 プ ア

が 標準英 語 を学ぶ た め に 語学教室に通うこ と
、 そ して 次の シ リー ズ で は プ ア
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が シ ン グ リ ッ シ ュ の 使用 を控 える こ とを発表 したの で ある （Rubdy ，
　2001）。

22．
“Speak　Good　English” 運動

　 1999年の ナ シ ョ ナ ル ・
デ

ー祝 賀会で の ゴ ー ・チ ョ ク トン や リ
ー ・ク ワ ン

ユ ー
の ス ピー

チ が きっ か け とな り、 翌年の 2000年4月29日に 、 シ ン ガ ポ ール

人が シ ン グ リッ シ ュ の 使用 をや め 、 標準英語を話す よ うに な る こ とを 目的と

した
“ Speak　Good　English

”

運動 （Speak　Good 　English　Movement ：正 しい

英語 を話す運 動）が始 ま っ た （Rubdy ，
2001；Wee ，

2004a）。 こ の運動 で は

“
Speak　Well ，

　Be　Understood
”

（正 しい 英語を話 し、 世界の 人 々 に 理解 して

もらお う）とい うス ロ ー ガ ン が掲げ られた 。 こ れ に よ り、 教 育省 は英語教育

の 活性 化 を 目指 し 、 英語 の シ ラ バ ス の 改訂 を行 っ た り、 小 学校の 教員及 び中

学校の 英語教師計8
，
000人 に最新の 方法で 文法の 指導が で きる よ う60時間の 講

座 を受けさせ た りした （Rubdy ，
2001；本名

，
2002

，
2003；「

“

シ ン グ リ ッ シ ユ

”

追放 へ 」，
2000 年 1月22 日）。 そ して 、 シ ン グ リ ッ シ ュ は多 くの 新 聞の 社説 、

漫画 、 寸劇 、
コ マ

ー
シ ャ ル に おい て 、 標準英語 よ りも威信 が低 く、 魅力が な

い こ とば と して 扱 われ る よ うに な っ た （Rubdy ，
2001）。

2．3．シングリ ッ シ ュ 擁護論

　政府の こ うした動 きに 対 して 、 シ ン ガ ポ
ー ル 人 に よ る シ ン グ リッ シ ュ を擁

護 す る議論 は以 前 よ りもさか ん に な っ て い っ た （本名 ，
2002

，
2003）。 次の 抜

粋 は 、

“

Speak 　Good 　English
”

運動の 施行が 決定 され た 1999年 に ある政 府系

の ホ
ー ム ペ ー ジ に寄せ られ た 意見 で ある 。

English　differs　from　place　to　place．　American　English　is　different　from　Oxford

English
，
　and 　there　are 　many 　different　dialects　in　UK ．　So　why 　the　Singaporeans

ean
，t　speak 　their　own 　English？

（英語は 地域 に よ っ て い ろ い ろ と違い ます。 ア メ リカ英語は オ ッ クス フ ォ
ー ド英語
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と違 うし、 イ ギ リス に もた くさん の 方言が あ ります。 なぜ シ ン ガ ポール 人が独 自

の 英語を話 して は い けな い の で し ょ うか）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（本名
，
2003 ：63−64よ り引用）

また 、 1999年の ナ シ ョ ナ ル ・デ
ー
祝賀会で の ゴ ー ・チ ョ ク トン 及び リ

ー ・ク

ワ ン ユ
ー

の ス ピー チ の 後 、 新聞 に も多 くの 意 見が寄せ られ た （Rubdy ，
2001）。

次の 二 つ の 抜粋 はシ ン ガポー
ル の 英字SfiThe　Straits　Timesに寄せ られ た読者

の 意見 とそ れ に賛成 する 別の 読者の 意見で ある 。

Singlish　is　Singapore．　 It　is　part　of 　our 　national 　consciousness ．　 Social　cohesion
，

which 　our 　leaders　are 　attempting 　to　foster
，
　is　already 　there　fc）r 　us 　to　exploit 　in

Singlish，

（シ ン グ リ ッ シ ュ は シ ン ガ ポ ール その もの で す 。 それ は私た ちの 国民意識 の
一

部な

の で す 。 私 た ちの 指導者が促進 しよ うして い る社会的団結 、 そ れ は 、 シ ン グ リ ッ

シ ュ の 利用に よ っ て すで に達成 され て い る の で す）

（Anthony 　Yeo
，
　The 　Strαits　Times

，
7September 　1999）（Rubdy ，

2001 ：347よ り引

用）

Speaking 　standard 　English　in　this　era 　of 　globalization　is　absolutely 　essential
，

but　Singlish　identifies　us 　and 　bonds　us 　as 　Singaporeans．　This 　special
‘
lan−

guage
，

　should 　not 　be　forsaken　but　instead
，
　as　Mr ．　Yeo　suggests

，
　be　exploited 　as

atool 　fbr　social 　cohesion ．

（標準英語 を話す こ とは
、

こ の グ ロ
ーバ ル 化時代に お い て 絶対的に必要で すが 、

シ

ン グ リ ッ シ ュ は私 た ち シ ン ガ ポ ール 人 の ア イ デ ン テ ィ テ ィ
ーを育み 、 私 た ち をシ

ン ガ ポ ール 人 と して
一

つ に して くれ て い ます 。 こ の 特別な 「言語」 は切 り捨 て ら

れ る べ きで は なく、 Ye 。氏が言 わ れて い る よ うに、社会的団結の ため の 手段 として

活用 され る べ きで す）

（Harry 　Chia　Kim 　Seng
，
　The　Straits　Times

，
8September 　1999）（Rubdy ，

2001 ：

347 よ り引用）

さらに 、
The　Bondmaid や The　Teαrdrop 　Storor　Wom α n で 知 られ る シ ン ガ

ポー ル 人作 家キ ャサ リ ン ・リム （Catherine　Lim ）（本名，
2003 ： 64よ り引用）
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も雑誌の イン タ ビ ュ
ーで 次の よ うに述べ

、 シ ン グ リッ シ ュ を擁護 して い る 。

Ineed　Singlish　to　express 　a　Singaporean　feeling．　 If　I
’
m 　speaking 　with 　my

Singaporean　friends，　I　don
’t　speak 　colonial 　English．1’d　feel　so　false．

（シ ン ガ ポ ー
ル 人 の 気持ちを表現す るの には シ ン グリ ッ シ ュ が必 要で す 。

シ ン ガ

ポ ー
ル人 の 友人 との 会話で は入植者の 英語 は 話 しませ ん 。 本 当の 自分が 出せ ない

の で す）

2．4．
“

Speak 　Mandarin
”

キ ャ ンペ ー ン と
“

Speak　Good 　English
”

運動

　シ ン ガ ポー ル 国民の 統合 を図 る 言語 と して 、 異 な る母語 を有 し 、 異な る伝

統 をひ い て い る シ ン ガ ポ
ー

ル 人 の 超民族 的ア イデ ン テ ィ テ ィ
ー を養う言語 と

して 英語 を選択 し、教育媒体の 第
一言語 に指定 した の は ま ぎれ もな くシ ン ガ

ポール 政府で ある （Ho 　and 　h　lsagoff
，
1998；Rubdy ，

2001）。 政府の ね らい ど

お り、 英語 は学校 の授業外で も話 され る よ うに な り、 シ ン ガ ポ
ー

ル 人の 家庭

に まで 浸透 して い っ た （Wee ，
2004a ；本 名 ，

2006）。 2000 年 の 国勢 調 査

（Department 　of 　Statistics
，
　Singapore， 2001）に よる と、 家庭で 英語 を話 す

人は 人 口 （5歳以上 ）の 23％ に及 び 、 1980年 の 1L6 ％ （本名 ，
2006） と比較す

る と20年で 倍増 した こ と に な る 。 た だ 、 政府の 思 惑 どお りに い か なか っ たの

が 、 そ こ で 話 され る英語 が多 くの 場合 、 標準 シ ン ガ ポ ー ル 英語 で は な く、
シ

ン グ リ ッ シ ュ で あ っ た とい うこ とで あ る （本名 ，
2006）。 皮肉な こ と に 、 上 述

の The　Strαits　Times に 寄せ られ た 二 人の 読 者の 意見 に もあ る よ うに 、 政府の

ね らい は 、 政府が
“

Speak 　Good 　English
”

運動 に よ っ て 排 除 しよ うと して い

る シ ン グ リ ッ シ ュ に よ っ て 達成 された とい える の で あ る 。

　Rubdy （2001 ）は 、

“

Speak 　Good 　English
”

運 動 につ い て 、 1979年 に当時

の 首相 リ
ー ・ク ア ン ユ

ー
に よ っ て 施行 され た

“
Speak　Mandarin

”

キ ャ ン

ペ ー ン （Speak　Mandarin 　Campaign ：標準 中国語 を話すキ ャ ン ペ ー ン ）が

もた ら した結果 と同様 の こ とが 起 こ る か も しれ な い と述べ て い る 。

“
Speak
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Mandarin
”

キ ャ ン ペ ー
ン は民族 ご とに共通 語 を統

一
す る政策の

一
環 と して

実施 され た が 、 リー ・
ク ア ン ユ ー は 、 国民 の 共通帰属意識 を育 て る に は 、 特

に中華系 シ ン ガ ポ ー ル 人の 共通語が 必 要で ある と判 断 した 。 そ して 、 中国語

の 様々 な 地域変種 を母語 と して 有す る 中華系シ ン ガ ポ ー ル 人同士 の コ ミ ュ ニ

ケ
ー シ ョ ン を円滑 にす るた め に 、 標準 中国語 （マ ン ダ リ ン） を 中華系 シ ン ガ

ポー ル 人の 共通 語 に定め 、 「方言 をや め て 、 標準 中 国語 を話 そ う」 とい うス

ロ ー ガ ン を掲げて キ ャ ン ペ ー
ン に 乗 り出 した の で あ る （太 田 ，

1994 ）。 こ の

キ ャ ン ペ ー
ン は 、 5年以 内に 若年層 の 中華系 シ ン ガ ポ ー ル 人が標準 中 国語 を

話せ る よ うに な る こ と 、 10年 以内 に喫茶店や フ ー ドセ ン ター で の 使用言語 が

標 準 中国語 にな る こ とを 目標に して 進め られ た （Kuo ，
1984）（大原

，
2002 参

照）。
こ の キ ャ ン ペ ー ン は 効 果 を あげ 、 キ ャ ン ペ ー

ン の 施行 か ら10年後 の

1989 年に は 10歳 か ら15歳の 中華系 シ ン ガ ポ ー ル 人の 8割以 上 が 標準 中国語 を

話せ る よ うに な っ た とい わ れ て い る （大原 ，
2002）。 中華系 シ ン ガ ポ ー ル 人全

体 をみ て も 、 標準 中 国語 の 使 用 者 数 は確実 に増 加 し （小 山
，
1991）（太田

，

1994参照 ）、 中国語 の 地 域方 言使用者 数が減少 して い っ た （Rubdy ，
2001 ）。

こ の キ ャ ン ペ ー
ン の 結果 と同様 に 、

“

Speak 　Good 　English
”

運動 の 結 果 、 標

準英語 の 使 用者 数が 増加 し 、 シ ン グ リ ッ シ ュ の 使用 者数が 減少す る可 能性が

あ る とRubdy （2001）は 考え る の で あ る 。

　シ ン グ リ ッ シ ュ の 排 除 を 目指 し2000 年4月 に 政 府 が始 め た
“

Speak 　Good

English ”

運 動か ら ま もな く8年が 経過 し よ うと して い る 。 上 述 の Rubdy

（2001 ）の 予 測 に つ い て 結論 を出 す に は 時期 尚早 で あ る が 、 目下 の と こ ろ シ

ン グ リ ッ シ ュ は 健在で 、 2007年10月の 時点で シ ン グ リ ッ シ ュ が連発 され て い

る テ レ ビ ドラマ が放映 されて お り （田嶋 ，
2007）、 政府の 指導に よ り主人公 プ

ア が標準英語 を話 す よ うに な っ て視 聴率が 低下 し 、 放送が 打 ち切 りに な っ た

とい われ るPhua 　Chu 　Kang 　Pte　Ltd．（大原
，
2002） も再放送され 、 好評 を博

して い る （田嶋
，
2007）。
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お わ りに

　本稿で は、 「シ ン グ リッ シ ュ 」 と して知 られ て い る 口語 シ ン ガ ポ
ー ル 英語

の 発音 、 文法 、 語彙の 特徴 を挙げ る とと もに 、 シ ン グ リ ッ シ ュ の 排除を 目的

と して 政府 が推進 して い る　
“

Speak 　Good 　English
”
運動につ い て 考察 した 。

標準シ ン ガポ ール 英語は発音 と一
部の 語彙 を除 き 、 標準 イギ リス 英語や 標準

ア メ リカ 英語等の 標準母語変種 とほ とん ど差 が み られ な い の に対 し、 口語 シ

ン ガポ ー ル 英語 は標準母語変種 とは 発音、 文法 にお い て 著 しく異 な る 。 世界

第
一

線の 経済国 を目指 し経済発展 に力 を注 ぐシ ン ガポ ー ル 政府 は 、
こ の 変種

の 普及がそれ を脅か して い る と考え 、 国民 が シ ン グ リ ッ シ ュ を話すの をや め 、

標準英語 を話す よ うに な る よ うに、
“ Speak　Well

，
　Be　Understood

”

をス ロ ー

ガ ン に掲げた
“

Speak 　Good　English
”

運動 を2000年4月に 開始 した 。 政府は 国

民に 平等の 機 会 を与 え 、 異 な る言語、異 な る文化や 伝統 を有 す る シ ン ガ ポ ー

ル 人 の 超民族的ア イデ ン テ ィ テ ィ
ー を養 い

、 シ ン ガ ポ ー ル 人 と して 国民 が
一

つ に まとまる よ うにする ため に 、 英語を教育媒体の 第
一
言語に指定 した （Ho

and 　Alsagoff
，
1998）。 こ の 政策が功 を奏 し 、 英語 は確実に シ ン ガ ポ

ー
ル 人の

言語 とな っ た が 、 そ れ は 標準英語 と は ほ ど遠 い シ ン グ リ ッ シ ュ で あ っ た 。 シ

ン ガ ポ ール 人 と して の ア イデ ン テ ィ テ ィ
ー を育み保持する 役割 を担 うシ ン グ

リ ッ シ ュ と世界第
一 線の 経済国 となる た め に必 要不可欠 の 標準 シ ン ガ ポ ー ル

英語 の どち らを優先 させ るべ きで あるの か 、
こ の 二 つ の 共存 を どの 程度 まで

許容 して い くべ きで ある の か 、
この よ うな問題 は シ ン ガポー ル に限 らず 、 多

くの 言語社会が大な り小 な り抱 えて い る こ とで あ り、 慎重 な態度で の 議論 が

必 要で あろ う。

　 本 稿で は前稿 に引 き続 きシ ン ガ ポ ー ル の 英語 に つ い て 考察 したが 、 Outer

Circle　2＞に属す る シ ン ガポ ー ル の 英語や Ollter　Circleの 英語事情 を よ り深 く理

解す る た め に は 、 シ ン ガ ポ
ー

ル 人作家に よ る英語 で 書 か れ た文学作 品の 研究

が今後必要で ある と思わ れる 。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 注

1）　 Brown　and 　Levinson 　（1987！1978）は、人間 は皆 「積極的 フ ェ イス （positive　face）」 と

　　 「消極的フ ェ イ ス （negative 　face）」 と呼ばれる 二 つ の願望を もっ て お り、 積極的 フ ェ イス

　　 は 、 自分の 望み が 、 他 の 人に も望ましい こ とで ある と思われたい とい う願望を指 し、消極的

　　 フ ェ イ ス は 、 他の 人に 自分が 自由に行動する こ とを じ ゃまされ た くない とい う願望を指す と

　　 述 べ て い る 。 言 い 換え る と 、 積極的 フ ェ イス は他 の 人 に よ く思 われ たい 、認 め られた い と

　　 い っ た願望で 、消極的フ ェ イ ス は人か ら干渉され た くない 、抑えつ け られた くない とい っ た

　　 願望とい うこ とになる （Thomas ，1995）。こ れ らの 願望を脅かす行為を 「フ ェ イス を脅かす

　　 行為 （face−threatening　acts ）」とい う （Brown 　and 　Levinson
，
1987／1978）。 積極的フ ェ イ

　　 ス を脅かす行為には 、 相手に同意 しなか っ た り、 相手 を批判 した り、 軽蔑 した り、 侮辱 した

　　 りする こ となどが含 まれ 、 消極的フ ェ イス を脅かす行為には 、 相手に何かを指図したり、 頼

　　 ん だ り、 提案や忠告 を した り、 催促 した りする こ とな どが含まれ る （Brown　and 　Levison，
　　 1987／1978；Th ・ mas

，
　1995）a

2）　 Kachru （1992，
1996＞は 、 世界の 英語 をlnner　Circle

，
　Outer　Circle

，
　Expandi 皿g　Circleの 三

　　 つ の 圏 （Three　Concentric　Circles　ofEnglishes ＞ に分類 して い る 。　Inner　Circleとは、ア メ

　　 リカ 、 イギ リ．ス、カ ナ ダ、オ ース トラ リ ア など、英語 を第一言語と して い る 国や地域を含む

　　 圏の こ とをい い
、 Outer　Circleは、イ ン ド、シ ン ガ ポ ー

ル 、フ ィ リピ ン 、ナイ ジ ェ リア 、タ

　　 ン ザ ニ ア な ど、英語 を第二 言語と して使用 して い る 国や地域を含む圏 の こ と をい う。 Outer

　　 Cireleに は 主 と して イギ リス や ア メ リカ の 植民地で あ っ た国々 が属 して お り、 英語 は旧宗主

　　 国の 統治下 に あ っ た時代か ら公用語 と して使用 され て い る場合が多い
。 Expanding 　Circle

　　 と は、英語を外国語 と して使用 して い る国や地 域を含む圏 の こ とで 、こ の 中 に 日本、中国、

　　 韓国、イ ン ドネシ ア などの 国 々 が含まれ る 。
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